









(Puechberg,J.M。,1762)およびイェーガー (Jager vOn weidenau,1810)に遡る、
いわゆる 「古典的カメラール簿記」1)の計算原理、すなわち 「予定額 (Soll)





収益・費用計算 (損益計算)、 (2)物財的財産計算、(3)債権・債務計算 (相


























































4)Johns R,Kameralistik,in:F Schmidt(HrSg)Dic Handelshochschule―Ein Lchrgang der Wirtschais―
Hochshul―Band Ⅱ Licfcrung 4,Industricverlag Spacth&Lindc,Berlin/Wien 1937 S 62
5)Schneider F,Wcgweiser durch die gehobenc kanleralistische Buchfiilhrungねr die werbenden Betriebe der
Staats―und Kommunalvenvaltungen,Wien,1913
6)Markus KっZcitgma3c ven″altu gsbuchfiilhrtlng,Berlin,Eberswalde,1936
7)Friedcl R,Verschiedene Schriien ibcr dic Gruppik,im Hinz‐Venag,Berlil1/?laricndolf 1935/36



































付金と借入金、な らびに前渡金 (Vorschu3)と保管金 (Asservat)がその典型
な項 目である。なお、 これはシュロッ ト (Schrott,J.,1886)による用語である




















9)これについては、 Walb,E,Erblgsrechnung privater und dRntlicher Bctricbe―Eine Gru dlcgung,―Berlin
u Wien,1926S2451戸田博之訳 ,「損益計算論 (下巻)」、千倉書房、1984年、99ページを参照。
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B.期中 の 取 引事 象
(25)商品 勘 定 ・ ・ ・
(27)商品勘定 (収益収入 !として)
(26)記帳しないままでおく1追加補充される収入:残
余額計算、下の(26/27)を参照・  0  0




勘定、商品債権・ ・ ・ ・ ・ ・
(29a)公・社債勘定 (現金収入額)・ ・
(29b)発行差金は当分記帳しない;下の (29B)を参照
(35)資本 金 勘 定・ ・ ・ ・ 0
C.決算 事 象
a)残余額二決定 :
(18/19)支出:残余額(商品:債務 )・ 。 ・
(22/32)支出:残余額勘定(建設債務)・ ・
(26/27)商品 勘 定 0・ ・ 0
(29b)公。社債勘定 ・ ・ ・ ・ ・ ・
b)振 替 記 帳
(37)固定資産勘定・ ・ ・ ・ ・ ・
(38)収入:残余額(商品:債権)0 0 ・ 0
(39)免除益 (支出:残余額についての)・ 0
c)追 加 計 算
(40)計算限定項目勘定 ・ ・ ・ ・ ・
(41)受取利息勘定 ・ ・ 0 0 ・ ・
d)戻 し 計 算
(42)商品 勘 定・ ・ ・ ・ ・ ・






B.期中 の 取 引事 象
(17)商品 勘 定 ・ ・ ・ ・ ・
(19)商品勘定 (費用こ支出として |)・ ・ ・
(18)記帳しないままでおく;追加補充され
る支出:残余額計算、下の(18/1助を参照・ ・
(16)賃金 勘 定 ・ 000・
(20)支払利息勘定 ・ ・ ・ ・ ・ ・
(21)固定資産勘定 ・ ・ ・ 。 ・ ・
(23)固定資産勘定 (貯蔵支出 !として)
(22)記帳しないままでおく:追加補充される支出=残
余額計算、下の(22/32)を参照・  ・  ・  ・




(18/19)商品:勘定 ・ ・ ・ ・ ・ ・
(22/32)固定資産勘定・ ・ ・ 0・
(26/27)収入:残余額勘定 (商品:債権)
(29b)発行差金:勘定 0・ ・ ・ 0
b)振替 記 帳
(37)減価償却勘定 ・ ・ 0 ・ ・ ・
(38)貸倒れ損失:勘定・ 00000
(39)支出:残余額勘定・ ・ ・ ・ ・ 0
c)追 加 計 算
(40)賃金 勘 定 。 ・ ・ ・ ・ 0
(41)計算限定項目勘定 ・ ・ ・ ・ ・
d)戻 し 計 算
(42)商品有高勘定 ・ ・ ・ 0 ・ 0












































ちなみに、 この計算事例における成果計算 と貸借対照表を以下に示す。 13)
成 果 計 算
(損 益 計 算 書)
収 益 収 入 費 用 支 出
(25～26)商品売上収入・ ・ ・
















減 価 償 却・







































積 極 項 目
固 定 資 産・ ・
発 行 差 金・ ・
商 品 棚 卸 高 。 ・
売 上 債 権・ ・
貸 付 債 権・ ・
貯金勘定、銀行・ ・
















消 極 項 目
仕 入 債 務 。 ・



























商 品 勘 定
(古典的カメラール簿記 )
















8/10   (17)
9/15   (18)
10/20   (19)

































商 品 勘 定
4/1 仕入債務=
(1)支出残余額 … … … … 12
(15)前期の収入:残余額の入金 13







なお、商品売上 (現金 40、 掛け60)および売掛金入金 (150)ならびに
















































































































































































































(積極 項 目合 計)(支出)
(消極 項 目合 計 )(1又入)




















































1収 入 1支 出
シュナイダー理論













































(44.) (非貨幣) (債務:収入) (費用:支出) (資本金:勘定) (損益計算書)
37.～43.は決算事象 :振替記帳
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とづいた決算をおこなっている。それに対して、シュナイダーの決算は、そ
のようなものではない。なぜなら、彼は、決算において複式簿記的な処理を
導入ないし援用しているからである。この点において、筆者はシュナイダー
理論に比べてヨーンス理論に理論的一貫性を認めざるを得ないのである。
結 語
以上で、シュナイダーによる 「短縮カメラール簿記」理論の骨子を、主と
してヨーンスの論述に依拠 して考察 し、二つの理論を比較論的に検討した。
さらに、それに関連するものとして、収支概念および収支計算論という、 ド
イツ会計学説におけるいわば中核的な問題にまで論及した。
彼によるカメラール簿記近代化の試みは、「古典的カメラール簿記」の基本
的計算原理すなわち収入および支出についての 「予定額一実際額=残余額」
の原理公式のうち、「予定額」 (したがって残余額)の概念を、とくに相関的
計算について放棄し、純粋の実際額収・支概念だけで計算体系を構築しようと
することにあった。その意味では、彼の理論はカメラール元帳の系統的分割
によったワルプの 「改良カメラール簿記」とは方向性を異にする、いうなら
ば実質的な改良理論というべきものであるが、その限りでは、予定額概念と
決別したヨーンスの収支計算論と、いわば軌を一にするものであるといえる
であろう。
とりわけ特徴的であるのは、シュナイダーが 「古典的カメラール簿記」に
ついて従来から問題視されていたカメラール簿記における帳簿繰越法 (ない
し帳簿締切法)の脆弱性を補強しようとしている点である。すなわち、複式
簿記の繰越法 (とくにいわゆる『大陸式繰越法』)においては、きわめて分か
りやすく簡単であり、いわば リズミカルにおこなわれるのに対し、カメラー
ル簿記のそれはかなり迂回的で難解である。
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実はそのことは、残余額の内容が多様20でぁることに原因がある。すなわ
ち、カメラール簿記の残余額がもつ性質によって、ある場合は複式にあるい
は単式に、ある場合は残余額 (当期予定額)として処理する。それに加えて、
あるときは第 I計算区分に、第 Ⅱ計算区分あるいは第Ⅲ区分に組み入れなけ
ればならないという事情があるのである。これこそが、「古典的カメラール簿
記」の繰越法が複式簿記のそれと比較して脆弱とされているゆえんである。
このように考えると、シュナイダーが 「古典的カメラール簿記」に欠如して
いた 「繰越リズムの修復」21)をつよく意図したと十分に付度できるのである。
それに対し、ワルプは、シュナイダーによるこのような 「繰越リズムの修復」
を疑問視しており、次のように述べている。「複式簿記を構成する諸要素が全
く重きをなしており、カメラール的な付属品によって僅かに飾 り立てられて
いるにすぎないからである。つまり、複式簿記の考え方を次第に受け入れる
うちに、全く新しい構成体がカメラール簿記によってつくられてしまったの
である。……筆者 (ワルプのこと 本稿筆者)の見解によれば、カメラール簿
記は改宗をおこなう必要もあるいは他宗の本質的な構成要素を取 り入れてま
で一種の借りものの宗教をつくり出す必要もない。カメラール簿記に求めら
れなければならない唯一の問題は、カメラール簿記がいつまでもかたくなに
オーソドックスなままでなく、その内にある活力を発揮することである。」22)
筆者もまた、「その内にある活力」をいかに引き出すことこそがわれわれに
とっての課題であると考える。シュナイダーーーヨーンスと同様に一―は、
収入および支出そのものを 「内にある活力」として認識し、それを唯一最大
の用具として近代化に挑んだと解釈すべきである。ただ、惜しむらくは、彼
20)ワルプによれば、カメラール簿記の残余額には直接的 (本来的)残余額と問接的 (人為的)残
余額がある。前者は、債権・債務関係に起因する (追加計算項目を含む)すべての残余額であり、
後者は前収支から生じるそれである。
21)これは、ワルプ (後述)による表現である。
22)Walb,E,aaO S294
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はとくにカメラール実務の効率化を意識するあまり、結論を急ぎすぎ、その
結果として他宗 (複式簿記)の本質的要素を取り入れることによって、「借り
ものの宗教」をつくり出してしまったのではなかろうか。もっとも、それは
もっぱら公会計の改革に携わる実務家であった彼の限界ともいうべきであろ
う。
それに対し、先の比較表から明らかなように、ヨーンスの方がその方向性
において正しいと筆者は考える。なぜなら、彼は、シュナイダーのように、
カメラール簿記体系と複式簿記体系の折衷を図る道を選んではいないからで
ある。とはいえ、彼の理論にも問題点があり、とくにそれは、非貨幣事象に
ついての解釈ならびにその処理法にある。したがって、基本的な方向性を保
ちながら、なおいっそうの理論的進化 (端的にいえば、収支概念そのものの
さらなる止揚)が必要とされるであろう。
最後に、本論序文において、筆者はヨーンスによる 「新しい中間形態Jと
いう表現がもつ意味の重要性を暗示した。要するに、シュナイダーの 「短縮
カメラール簿記」理論も、所詮は 「古典的カメラール簿記」と商人的複式簿
記の中間形態にすぎない、という意味である。ちなみに、ワルプはこの種の
「中間形態Jを「混合計算」(Mischrcchnung)と表現し、「この計算はけっして
理想的な解決ではなく、所詮は代用品《Bchdた》である。」23)と述べているが、
洵に正鵠を射た見解というべきであろう。
シュナイダーをはじめとする「短縮カメラール簿記」の理論的展開は、い
わゆる「グループ簿記J(前出)の主張者であるフリー デルらによっても試み
られている。彼らによる理論展開については、紙数の関係もあり、次の機会
にゆずることにしたい。
23)Walb,E,ZfH F,30 Jg,1936,S326
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